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JENESYS2021日タイ学生オンライン交流 

（日本語学習者招へい）の記録 

 

１. 概要 

【目的】日本及び日本語に興味を持つ、学習を進めるタイの高校生が、日本文化・日本語・日本の最

先端の科学技術等を学ぶ機会を通じて、日本語学習のモチベーションをさらに向上させ、交流後に、

自身や周りの環境への対日理解を普及することを目的に、本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】 日本に関心のあるタイの高校生及び青少年 計 153名 

 

【訪問地】 神奈川県、鳥取県、東京都、愛知県 

 

【日程】    

日付 

訪問地 
内容 参加者 0の質問・反応 

以下 2日間の参加人数：133名 

2021年 

8月 28日 

神奈川県 

（他のプログラムと合同実施） 

【ウェビナー・質疑応答】 

「日本社会と文化」 

講師：アンドラディ 久美 氏 

 

 

 

冒頭、講師から参加者へ向けて「天気はいかが

ですか？」といった声掛けを行う等、講師と参

加者間で双方向にコミュニケーションを取

り、終始参加者が顔を見せて講義を聞いてい

ました。講義中は、普段から関心の高い日本の

サブカルチャー（アニメや漫画）だけでなく、

日本の四季から成る文化や最先端技術につい

ても学び、積極的にメモを取るなど、熱心に聴

講する様子が見られました。参加者から、「日

本の文化・社会に対する理解が深まった」「よ

り熱心に日本語を学習しようと思うきっかけ

となった」等の声がありました。 

2021年 

11 月 26

日 

鳥取県鳥

取市 

【学校交流】 

学校法人鳥取家政学園 鳥取敬愛高

等学校 23名 

1. 各校生徒代表による挨拶 

2. 各校による学生生活、地域、文化等

についてのプレゼンテーション発

表 

3. 少人数グループでのディスカッシ

本プログラムは日本語で行われ、プレゼンテ

ーション発表では地域の魅力や学生生活につ

いてクイズや動画を用いて紹介されました。

グループ交流は、5つのトピック（アニメ、食

べ物、流行語、音楽、趣味）を設け、相互理解

を深めました。特に、アニメの話題で盛り上が

り、好きなキャラクターやおすすめのアニメ

について質問する様子が見られました。感想
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ョン交流 

4. 各校生徒代表による感想発表 

発表では「いつか日本やタイを訪れたい」「こ

の交流で得たことを今後に活かしていきた

い」と話していました。 

以下 6日間の参加人数：20名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 

2022年 

1月 22日

～ 

 

【動画視聴】 

1. 外務省挨拶 

2. ホームビジット体験 

3. 広島ピースツアー 

4. 日本語学習 

5. 愛知の魅力～産業、最先端技術～ 

プログラムへの理解を深めるため、参加者は

日本やプログラムに関する動画を視聴してか

ら参加しました。 

2022年 

1月 25日 

東京都 

 

【オリエンテーション】 

【ウェビナー・質疑応答】 

「日本の魅力」 

講師：千葉大学国際未来教育基幹 教

授 織田雄一氏 

1. 講義・VTR視聴 

2. 質疑応答 

「最も特徴的な日本文化は何か」といった日

本文化に関する質問が多くあり、参加者から

も日本の好きなものなど活発なコミュニケー

ションがなされていました。 

 

 

2022年 

1月 26日 

愛知県 

名古屋市 

【文化体験】 

「大須商店街視察」 

1. バーチャル視察 

2. 質疑応答 

日本の街の清潔さや、日本の食べ物、アニメや

マンガなどのサブカルチャーに関する感想や

質問が多くありました。 

 

2022年 

1月 27日 

愛知県 

名古屋市 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

「名古屋市について」 

講師：名古屋市国際課・観光文化交流

局   

主幹  (観光プロモーション担当 )  

若山 寮弥氏 

1. 聴講・VTR視聴  

2. 質疑応答 

名古屋の食文化や観光情報、名古屋市政など、

幅広い分野について活発に質問がありまし

た。 

 

2022年 

1月 28日 

東京都 

 

【ワークショップ】 

1. プログラムの振り返り 

2. アクション・プラン策定・発表準備 

参加者 6-10名のグループに分かれ、プログラ

ム全体を通しての学びから、アクション・プラ

ンを策定し、報告会にむけて発表の準備を行

いました。 

2022年 

1月 31日 

東京都 

 

【報告会】 

1. 参加者による発表 

2. 講評 

在タイ日本国大使館 広報文化部 

二等書記官 山下竜生氏 

英語と日本語でプログラム後 3 か月以内に実

施するアクション・プランについて発表しま

した。日本について幅広い対象に発信する独

創的なプランがいくつも出ました。 
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２. 記録写真 

 
 

2021 年 8 月 28 日【ウェビナー・質疑応答】講

師から日本食について紹介する様子 

2021 年 8 月 28 日【ウェビナー・質疑応答】伝

統文化、サブカルチャー、最先端技術について

紹介する様子 

 
 

2021年 8月 28日【ウェビナー・質疑応答】 

講師がタイ側参加者からの質問に応える様子 

2021 年 8 月 28 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 

本プログラム 

 
 

2022年 1月 25日【ウェビナー・質疑応答】 2022年 1月 25日【ウェビナー・質疑応答】 
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2022 年 1 月 26 日【文化体験】「バーチャル視

察」大須商店街を視察する様子 

2022 年 1 月 26 日【文化体験】「バーチャル視

察」招き猫と一緒に記念写真 

  

2022 年 1 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 

2022 年 1 月 31 日【報告会】アクション・プラ

ン発表のスライド 

 

2022年 1月 31日【報告会】集合写真 

 

３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加高校生 

自国の教室では学べない、日本人の文化に関する事柄をより多く学ぶことができました。素晴らし

い事業だと思います。 

 

◆ 参加高校生 

楽しかったです。このプログラムに参加することで、日本語・日本文化の学習に対する意欲と関心

がさらに高まりました。 
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◆ 参加高校生 

このオンラインプログラムに参加し、日本の文化・社会に対する理解が深まりました。また、私たち

がより熱心に日本語を学習しようと思うきっかけとなりました。 

 

◆ 参加高校生 

とても面白く、楽しい交流となりました。 

 

 参加高校生 

今日は、プログラムの中で友達皆と一緒に学んできた事を SNSにシェアしました。アクション・プ

ランを作成するにあたって、色々な意見が出てきました。分からない事は先生がアドバイスしてく

ださったので、満足のいくプランを完成させることができました。このプログラムは、タイの後輩

たちが日本語や日本文化を勉強する際に役に立つと期待しています。 

 

 参加高校生 

今日はとても良い講義を聞きました。この講義を通じて名古屋について良く理解することができま

した。名古屋は魅力のある街です。例えば、おいしそうな料理、面白い場所などがあります。日本を

実際に訪問できたら、是非名古屋に行ってみたいです。魅力的な所が沢山あるからです。日本につ

いて今まで知らなかったことを沢山教えていただき、JENESYSに感謝します。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

通訳の方のお陰でスムーズに講義が進み、ほとんどの受講生が満足する講義ができたと思います。

時間配分は危惧した箇所もありましたが、質疑応答の時間も十分に取れてよかったです。但し、い

くつかの質問には満足できる回答を差し上げることができず残念でした。初めてのオンライン講義

で不安もありましたが、 “（直接）見えない”受講生たちとのコミュニケーションも予想以上に取

れ、安心いたしました。 

 

◆ 交流校学生 

交流がとても楽しかったので、もう少し話す時間があっても良いと思いました。 

 

◆ 交流校教師 

機械操作や相手国のマイクの状態などの環境に左右されてコミュニケーションがとりづらくなるの

で、本校でも対策を考えていきたいです。 
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５. 参加者の対外発信  

 

 

2021年 8月 28日（Facebook） 

このような素晴らしいプログラムを実施して下

さりありがとうございました。 

文化についていろいろと知ることができまし

た。学ぶ機会を作っていただき、感謝していま

す。 

2021年 8月 28日（Facebook） 

日本人と話をするのは 2 回目でした。通訳して

くれる人がいましたが、そうでなければ大変で

した。（笑） 
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2021年 11月 26日（Facebook） 

本日、タイと日本の友好関係を育む交流の機会

がありました。一緒に素晴らしい時間を過ごし

ました！ 

2022年 1月 28日（Facebook） 

「テーサカーン（祭り）ナゴヤ：“Nagoya 

Matsuri”」 

昨日は、JENESYSプログラムの 3日目でした。

僕たちは名古屋まつりを勉強したので、友達に

伝えるため、自分たちで更に調べてみました。 

この名古屋まつりは、昔の英傑 3 名を後世に伝

えるため毎年行われています。英傑 3 名とは、

織田信長、豊臣秀吉と徳川家康です。この祭り

は毎年 10月に行われます。鎧を付けたり、武器

をもったりして完璧にサムライに扮した人が行

列を作り、街中を練り歩きます。その姿は威風

堂々としています。その他、花で飾られた山車

も行列に加わります。このお祭りは名古屋市民

にとって大切なお祭りです。皆さんはどう思い

ますか？ 

 

2022年 1月 29日（Instagram） 

今日の感想として、名古屋は結構興味が持てる

ところだと思いました。できることなら一度は

訪れたいです。名古屋はとても魅力ある所です。

シンプルでありまた頑強な町でもあります。今

日の講義で名古屋の色々な場所を学びました。

名古屋城や各種博物館等です。例えば、伝統的

な工芸品である絞り染めとか、それぞれ個性を

持った商店が沢山あります。名古屋駅、トヨタ

博物館や、ノリタケの森、バーミキュラビレッ

ジ、名古屋港周辺地域（金城埠頭）、（ガーデン埠

頭）それと栄周辺（その他、人気の場所）やまた

愛知県名古屋の色々なお祭りや郷土料理などで

す。郷土料理に興味が湧いたので、味見をして

みたいと思います。機会があれば名古屋に行っ

て、味見をしてみたいです!! 今日の講義を聞い

て是非名古屋に行ってみたくなりました。 
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６．最終報告会でのアクション・プラン発表 

グループ 1 

 

 

1. プログラム名「ナゴヤグラム」 

2. 時期：2022年 3月 15日～3月 31日 

3. 愛知県名古屋市の観光業支援と、観光や食事

に関する日本語を教えることを目的に、インス

タグラムに投稿する。アートワークを作成して

投稿し、フォロワーからのコメントを受け付け

て、日本に関する正しい知識を広める。 

グループ 2 

 

 

1. プロジェクト名「後輩に知識を伝える」 

2. 時期：2022年 3月～4月 

3. このプログラムから学んだことを、日本語を

学ぶ際の指針となるように、学校の後輩に伝え

る。オンラインで後輩たちとアクティビティや

ゲームを行い、日本の知識や日本語について伝

える。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 

 


